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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像された画像に生じたスミアを補正することができる撮像装置であって、
　画像信号からスミア量を検出するスミア検出手段と、
　前記スミア検出手段により検出されたスミア量に基づいて、分割領域ごとにスミア補正
を行うスミア補正手段と、
　前記スミア検出手段により検出されたスミア量が、前記スミア補正手段が設定するスミ
ア補正量の上限値を超える場合に、スミアによる画像の色の変化を軽減するホワイトバラ
ンス処理を、前記分割領域ごとに行う画像処理手段とを有することを特徴とする撮像装置
。
【請求項２】
　前記スミア補正手段は、前記スミア検出手段により検出されたスミア量に基づいて、ス
ミア補正量を制限することを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記画像処理手段は、前記スミア検出手段により検出されたスミア量に基づいて、ホワ
イトバランス処理を行うことを特徴とする請求項１又は２に記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記画像処理手段は、前記スミア検出手段により検出されたスミア量に基づいて、色ゲ
イン調整を行うことを特徴とする請求項１乃至３の何れか１項に記載の撮像装置。
【請求項５】
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　色温度検出を行う色温度検出手段を更に有し、
　前記画像処理手段は、前記スミア検出手段により検出されたスミア量及び前記色温度検
出手段により検出された色温度に基づいて、画像処理を行うことを特徴とする請求項１乃
至４の何れか１項に記載の撮像装置。
【請求項６】
　前記スミア検出手段は、スミアが発生している画像エリアを検出し、
　前記スミア補正手段は、前記スミア検出手段により検出された画像エリア毎にスミア補
正を行うことを特徴とする請求項１乃至５の何れか１項に記載の撮像装置。
【請求項７】
　前記画像処理手段は、前記スミア検出手段により検出された画像エリア毎に、前記スミ
ア検出手段により検出されたスミア量に基づいて、画像処理を行うことを特徴とする請求
項６に記載の撮像装置。
【請求項８】
　前記画像処理手段は、前記スミア補正手段がスミア量に基づいて設定したスミア補正量
に応じて、画像処理を行うことを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項９】
　前記画像処理手段は、前記スミア検出手段により検出されたスミア量が、前記スミア補
正手段が設定するスミア補正量の上限値を超える場合に、スミアによる画像の色の変化を
軽減する画像処理を行うことを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項１０】
　撮像された画像に生じたスミアを補正することができる撮像装置の画像処理方法であっ
て、
　画像信号からスミア量を検出するスミア検出ステップと、
　前記スミア検出ステップにより検出されたスミア量に基づいて、分割領域ごとにスミア
補正を行うスミア補正ステップと、
　前記スミア検出ステップにより検出されたスミア量が、前記スミア補正ステップにて設
定されるスミア補正量の上限値を超える場合に、スミアによる画像の色の変化を軽減する
ホワイトバランス処理を、前記分割領域ごとに行う画像処理ステップとを有することを特
徴とする画像処理方法。
【請求項１１】
　撮像された画像に生じたスミアを補正することができる撮像装置を制御させるためのプ
ログラムであって、
　画像信号からスミア量を検出するスミア検出ステップと、
　前記スミア検出ステップにより検出されたスミア量に基づいて、分割領域ごとにスミア
補正を行うスミア補正ステップと、
　前記スミア検出ステップにより検出されたスミア量が、前記スミア補正ステップにて設
定されるスミア補正量の上限値を超える場合に、スミアによる画像の色の変化を軽減する
ホワイトバランス処理を、前記分割領域ごとに行う画像処理ステップとをコンピュータに
実行させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、撮像された画像に生じたスミアを補正することができる撮像装置、その画像
処理方法及びプログラムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　高輝度被写体を撮像すると、撮像された画像の縦方向に帯状の明るい線が現れるスミア
という現象が発生する場合がある。このスミアが発生すると、撮像された画像の画質が低
下してしまう。従来から、このスミアの発生を防止するために、有効画素領域外の遮光さ
れた画素領域である垂直ＯＢ（オプティカルブラック）や光による感度を持たないダミー
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画素領域の出力レベルからスミア量を求め、画像信号から減算する手法が行われている。
【０００３】
　ところが、最近ではＣＣＤセンサの高画素化によって、画素サイズが極小化する傾向に
あると共に、画像の読み出し時間が増加している。このため、従来では問題とならなかっ
た低輝度の被写体を撮像した場合でも、スミアが発生してしまう。また、太陽等の高輝度
被写体を撮像した場合では、従来では考えられない強度のスミアが発生してしまう。
【０００４】
　このような問題点に対して、特許文献１に記載された撮像信号処理装置は、スミア信号
を減算せずに輝度ガンマ補正回路の利得と色差信号の利得とを制御して、スミアを補正し
ている。
　また、特許文献２に記載されたデジタルスチルカメラ装置は、弱いスミア信号を低減さ
せるために複数の画像からスミア量を検出することにより、スミアを補正している。
【０００５】
【特許文献１】特開平０４－２８０５７９号公報
【特許文献２】特許第３７８８３９３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、特許文献１に記載された撮像信号処理装置は、大きなスミア信号の補正
に対しては十分な補正効果を得ることができないという問題がある。
　また、特許文献２に記載されたデジタルスチルカメラ装置では、動画像において発生し
たスミアや強いスミアを低減することができないという問題がある。
【０００７】
　本発明は上述した問題点に鑑みてなされたものであり、スミアが検出された画像信号に
対して画質を低下させることなく適正なスミア補正を行うことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、撮像された画像に生じたスミアを補正することができる撮像装置であって、
画像信号からスミア量を検出するスミア検出手段と、前記スミア検出手段により検出され
たスミア量に基づいて、分割領域ごとにスミア補正を行うスミア補正手段と、前記スミア
検出手段により検出されたスミア量が、前記スミア補正手段が設定するスミア補正量の上
限値を超える場合に、スミアによる画像の色の変化を軽減するホワイトバランス処理を、
前記分割領域ごとに行う画像処理手段とを有することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、スミアが検出された画像信号に対して画質を低下させることなく適正
なスミア補正を行うことができる。例えば、検出されたスミア量に基づいて、スミア補正
を行ったり画像処理を行ったりすることで、スミアが生じていない高画質な画像を提供す
ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、本発明の実施形態について図面を参照して説明する。
　図１は、撮像装置１００の構成を示すブロック図である。
　図１において、１０１は撮像レンズである。１０２はフォーカスレンズである。フォー
カスレンズ１０２は光軸方向に位置を変えることで、焦点が調節される。１０３はＣＣＤ
センサ等からなる撮像素子である。撮像素子１０３は撮像レンズ１０１を通過した被写体
像の光束を光電変換し、電気信号に変換する。
【００１１】
　１０４はＣＤＳ／ＡＤ部である。ＣＤＳ／ＡＤ部１０４は撮像素子１０３から出力され
たアナログ信号にクランプ処理及びゲイン処理等を行い、デジタル信号に変換する。１１
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１はフォーカス駆動回路である。フォーカス駆動回路１１１はフォーカスレンズ１０２を
制御する。
【００１２】
　１０５はスミア検出回路である。スミア検出回路１０５はシステム制御部１１７の制御
の下、ＣＤＳ／ＡＤ部１０４において変換されたデジタル信号（画像信号）からスミア信
号を検出すると共にスミア信号におけるスミア量を検出する。スミア検出回路１０５は撮
像素子１０３の光学的遮光画素であるＯＢ（オプティカルブラック）画素領域及び／又は
光による感度を有さないダミー画素領域に基づいてスミア信号を検出する。スミア検出回
路１０５は検出結果を後述するスミア補正回路１０６及びシステム制御部１１７に送信す
る。なお、スミア検出回路１０５は画素領域のエリア毎にスミア量を送信する。スミア信
号は主に遮光された垂直転送画素に電荷が重畳されることにより生じるノイズであるため
、スミア検出回路１０５はＯＢ画素領域やダミー画素領域から容易にスミア信号を検出す
ることができる。
【００１３】
　１０６はスミア補正回路である。スミア補正回路１０６はシステム制御部１１７の制御
の下、検出されたスミア量に基づいてスミアを補正するためのスミア補正量を設定する。
また、スミア補正回路１０６は設定したスミア補正量により画像信号のスミア補正を行う
。
【００１４】
　ここで、図２を参照してスミア補正回路１０６がスミア量に基づいて設定するスミア補
正量について説明する。図２では、横軸が検出されたスミア量であり、縦軸が設定される
スミア補正量である。
　図２に示す特性線３０１は従来のスミア量に基づいて設定するスミア補正量を示してい
る。従来は特性線３０１に示すように、スミア量に比例してスミア補正量を設定している
。従って、スミア量が大きくなるに従い、画像信号から大きなスミア補正量で減算してし
まうために、スミアの発生が少ない画素では、大きなスミア補正量による過補正により画
像信号を小さくなりすぎて、画質が低下してしまう。
【００１５】
　一方、図２に示す特性線３０２は本実施形態に係るスミア量に基づいて設定するスミア
補正量を示している。特性線３０２では、スミア量が極めて少ない範囲（図２に示す０か
らＴ１の範囲）の場合、スミア補正回路１０６はスミア補正量を下限値（ここでは、スミ
ア補正量を０としている）に制限して設定する。また、スミア量が所定の量の範囲（図２
に示すＴ１からＴ２の範囲）の場合、スミア補正回路１０６はスミア量に比例したスミア
補正量を設定する。さらに、スミア量が所定値以上（図２に示すＴ２以上）の場合、スミ
ア補正量を上限値（ここでは、スミア補正量をＲとしている）に制限して設定する。この
ように、スミア量が大きくても、スミア補正量を上限値で制限することに、過補正による
画質の低下を防止することができる。
【００１６】
　また、スミア補正回路１０６は有効画素領域内の任意の画像エリアでスミア補正するこ
とができる。すなわち、スミア補正回路１０６はスミア量に応じて画像エリア毎に適応的
にスミア補正量を設定することができる。
　ここで、図３を参照して、画像エリア毎にスミア量が異なる画像について説明する。図
３は、高輝度の被写体を撮像した画像の一例を示す図である。図３に示す画像のうち、補
正領域５０１は黒い被写体があるためにスミア信号が少ない領域である。また、補正領域
５０２は青空に広く薄いスミア信号が重畳している領域である。また、補正領域５０３は
太陽等の高輝度被写体があるために強いスミア信号が重畳している領域である。スミア補
正回路１０６は画像エリア毎、すなわち補正領域５０１、補正領域５０２及び補正領域５
０３毎にスミア補正量を設定してスミア補正を行う。
【００１７】
　具体的には、スミア補正回路１０６はスミア信号が少ない補正領域５０１には、スミア



(5) JP 5268448 B2 2013.8.21

10

20

30

40

50

補正量を図２に示す下限値に設定してスミア補正を行う。また、スミア信号が薄い補正領
域５０２には、スミア量に比例したスミア補正量に設定してスミア補正を行う。また、ス
ミア信号が強い補正領域５０３には、スミア補正量を図２に示す上限値に設定してスミア
補正を行う。このように、検出されたスミア量に応じたスミア補正を行うことで、最適な
スミア補正をすることができる。特に、スミア信号が強い場合にはスミア補正量を上限値
に制限して設定するため、過補正により画像信号が小さくなることを防止することができ
る。また、画像エリア毎にスミア補正を行うことで、画像エリアに適したスミア補正を行
うことができる。
【００１８】
　図１のブロック図に戻り、１０８は信号処理回路である。信号処理回路１０８はスミア
補正回路１０６によりスミア補正が行なわれた画像信号又はシステム制御部１１７からの
画像信号に対してホワイトバランス処理、画素補間処理、色信号処理、輝度信号処理及び
色ゲイン調整等の画像処理を行う。
　ここで、上述したスミア補正回路１０６では過補正により画像信号が小さくなることを
防止するために、スミア信号が強い場合にはスミア補正量を上限値に制限して設定した。
したがって、スミア補正としては不十分であり、画像にスミアが残るおそれがある。そこ
で、信号処理回路１０８ではスミア量に基づいて、スミアを目立たなくする画像処理を行
う。すなわち、スミアにはマゼンダの色成分を含んでいるために、信号処理回路１０８は
スミア量に応じてマゼンダの色成分を緩和するようにホワイトバランス処理を行う。
【００１９】
　ここで、図４を参照して、信号処理回路１０８がスミア量に基づいて画像処理（ホワイ
トバランス処理）を行う場合について説明する。図４では、横軸が検出されたスミア量で
あり、縦軸が設定されるホワイトバランス補正量である。図４では、スミア量に応じたホ
ワイトバランス補正量の１次元ルックアップテーブルが示されている。なお、図４に示す
横軸のＴ１及びＴ２は図２に示す横軸のＴ１及びＴ２に対応している。
【００２０】
　図４に示す特性線４０１は外光の色温度が通常の場合のスミア量に応じたホワイトバラ
ンス補正量の１次元ルックアップテーブルを示している。特性線４０１に示すように、ス
ミア量が所定の量の範囲（図４に示す０からＴ２近傍の範囲）の場合、信号処理回路１０
８はホワイトバランス補正量を０に設定する。また、スミア量が所定量以上（図４に示す
Ｔ２近傍より大きい範囲）の場合、信号処理回路１０８はスミア量に比例してグリーンの
ホワイトバランス補正量を設定、すなわち色ゲイン調整してホワイトバランス処理を行う
。このように、スミア量に比例したグリーンのホワイトバランス補正量でホワイトバラン
ス処理を行うことで、画質を低下させることなくスミアを補正することができる。
【００２１】
　また、図４に示す特性線４０２は外光の色温度が快晴のときの日陰や曇り等の高色温度
光源の場合のスミア量に応じたホワイトバランス補正量の１次元ルックアップテーブルを
示している。高色温度光源の場合、青味の色成分が強くなる。したがって、特性線４０２
では、青味の色成分を緩和させるためにマゼンタがホワイトバランス補正量に設定される
ように、特性線４０１をマゼンタ側に略平行移動させた１次元ルックアップテーブルとし
ている。特性線４０２に示すように、スミア量が所定の量の範囲（図４に示す０からＴ２
近傍の範囲）の場合、信号処理回路１０８はマゼンタ側の所定値にホワイトバランス補正
量を設定して、ホワイトバランス処理を行う。また、スミア量が所定量以上（図４に示す
Ｔ２近傍より大きい範囲）の場合、信号処理回路１０８はスミア量に比例してマゼンタ又
はグリーンのホワイトバランス補正量を設定して、ホワイトバランス処理を行う。
【００２２】
　外光の色温度はシステム制御部１１７が信号処理回路１０８において画像処理される画
像信号の画像情報により算出する。信号処理回路１０８は算出された外光の色温度の結果
に応じ、通常の色温度の場合は特性線４０１を用いて画像処理を行い、高色温度光源の場
合は特性線４０２を用いて画像処理を行う。
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　なお、信号処理回路１０８ではスミア補正回路１０６における処理と同様、図３で上述
したようにスミア量が異なる画像エリア毎に画像処理を行う。このように、画像エリア毎
に画像処理を行うことで、画像エリアに適した画像処理を行うことができる。
【００２３】
　図１のブロック図に戻り、１０７は画像メモリである。システム制御部１１７は信号処
理回路１０８において画像処理された画像信号を画像データとして画像メモリ１０７に記
憶する。この画像メモリ１０７は撮像した所定枚数の静止画像や所定時間分の動画像を格
納するのに十分に高速で、大量の記憶量を備えている。なお、画像メモリ１０７はシステ
ム制御部１１７の作業領域としても使用される。
【００２４】
　１０９は記録回路である。記録回路１０９は後述する記憶媒体１１０とのインタフェー
スである。記録回路１０９は記憶媒体１１０との間で画像データや画像データに付属する
管理情報を送受信する。
　１１０は取り外し可能なメモリカードやハードディスク等の記憶媒体である。記録回路
１０９は画像メモリ１０７で記憶されている画像データを記憶媒体１１０に記録する。
【００２５】
　１１４はＬＣＤ等の表示装置である。表示装置１１４には撮像した画像データが表示さ
れる。また、表示装置１１４に撮像した画像データを逐次表示することにより電子ファイ
ンダとしても使用することができる。
　１１３は表示回路である。表示回路１１３は表示装置１１４に撮像した画像データ等を
表示する制御を行う。また、表示回路１１３はシステム制御部１１７の制御の下、プログ
ラムの実行に基づいて表示装置１１４に対する表示のオン、オフ、測距枠表示、合焦表示
及び非合焦の警告表示等を行う。
【００２６】
　１１９はＲＡＭである。ＲＡＭ１１９には表示装置１１４に表示されるデータが記憶さ
れる。表示回路１１３はシステム制御部１１７の制御の下、ＲＡＭ１１９に記憶されたデ
ータを表示装置１１４に表示する。１１８はＲＯＭである。なお、ＲＯＭ１１８及びＲＡ
Ｍ１１９にはシステム制御部１１７の動作用の定数、変数及びプログラム等が記憶されて
いる。
【００２７】
　１１５はスイッチ（ＳＷ１）である。１１６はスイッチ（ＳＷ２）である。ユーザはス
イッチ１１５及びスイッチ１１６を介して、静止画記録及び動画記録の開始の操作をした
り、停止等の操作をしたりすることができる。
　１１７はシステム制御部である。システム制御部１１７は撮像装置１００全体を制御す
る。また、システム制御部１１７は撮像レンズ１０１内の絞り及びシャッターを制御する
ことにより自動露出制御（ＡＥ）を行ったり、フォーカス駆動回路１１１を制御すること
によりオートフォーカス（ＡＦ）を行ったりする。
【００２８】
　次に、図５に示すフローチャートを参照して、撮像装置１００の処理動作について説明
する。以下の各ステップでは、システム制御部１１７以外が主体となって処理を行う場合
、その主体はシステム制御部１１７の制御の下で処理を行う。
　まず、ステップＳ１において、システム制御部１１７はＯＢ領域からの信号出力値を所
定の値に設定する（黒信号レベル設定）。例えば、最大出力１４ＢｉｔのＣＤＳ／ＡＤを
用いる場合、最大出力信号は１６３８３ＬＳＢとなる。一例として、システム制御部１１
７はＯＢ画素出力値とダミー画素出力値とを最大出力値の５％（８１９ＬＳＢ）となるよ
うにＣＤＳ／ＡＤを調整する。ＯＢ画素出力値とダミー画素出力値とは、スミア等のノイ
ズ信号が重畳しなければ常に調整された値が出力される。
【００２９】
　次に、ステップＳ２において、スミア検出回路１０５はスミア信号を検出する。スミア
信号はＯＢ画素出力値とダミー画素出力値とに重畳されたノイズ信号であることから、ス
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ミア検出回路１０５はＯＢ信号、ダミー信号から調整した値を減算することで、スミア量
を検出する。この処理はスミア検出手段の処理の一例に対応する。なお、本実施形態では
、スミア検出回路１０５は１～１５５６４ＬＳＢの範囲のスミア量を検出可能である。な
お、スミア検出回路１０５は検出されたスミア量に応じて画像エリアを分割する処理を行
う。以下のステップでは、分割された画像エリア毎に処理が行なわれる。
【００３０】
　次に、ステップＳ３において、スミア補正回路１０６はスミア検出回路１０５において
検出されたスミア量が第一の所定範囲内であるか否かを判定する。例えば図２に示す特性
線３０２の場合、スミア補正回路１０６はスミア量が図２に示す０からＴ１の範囲内であ
るか否かを判定する。このステップＳ３の判定によって、後述するホワイトバランス処理
や色処理パラメータ等、画質に関するパラメータを補正するか否かが分かれる。スミア量
が第一の所定範囲内である場合、システム制御部１１７はステップＳ４に処理を進める。
スミア量が第一の所定範囲内ではない場合、システム制御部１１７はステップＳ６に処理
を進める。
【００３１】
　ステップＳ４において、スミア補正回路１０６はスミア補正量を所定の下限値に設定す
る（下限値クリップ処理）。続いて、スミア補正回路１０６は設定したスミア補正量によ
りスミア補正を行う。例えば図２に示す特性線３０２の場合、スミア補正量は０であるた
めスミア補正回路１０６はスミア補正を行わない。
【００３２】
　次に、ステップＳ５において、信号処理回路１０８は所定の下限値でスミア補正された
画像信号に対して通常の画像処理を行う（通常画像処理）。このとき、システム制御部１
１７では信号処理回路１０８で処理される画像信号の外光の色温度を検出する。この処理
は色温度検出手段の一例に対応する。
　信号処理回路１０８は検出された色温度からホワイトバランス処理を行うときのホワイ
トバランス補正量等を設定する。例えば、通常の光源であった場合、信号処理回路１０８
は図４に示す特性線４０１（スミア量が０からＴ１の範囲）に基づき、ホワイトバランス
補正量を０に設定する。また、高色温度光源であった場合、信号処理回路１０８は図４に
示す特性線４０２に基づき、マゼンタが強くなるようにホワイトバランス補正量を設定し
てホワイトバランス処理を行う。また、信号処理回路１０８は画素補間処理等の通常の画
像処理を行う。
【００３３】
　ステップＳ６において、スミア補正回路１０６はスミア検出回路１０５において検出さ
れたスミア量から、スミア補正を完全に行うことができるか否かを判定する。ここでは、
スミア補正回路１０６はスミア量が第二の所定範囲内であるか否かを判定する。例えば、
図２の示す特性線３０２の場合、スミア補正回路１０６はスミア量が図２に示すＴ１から
Ｔ２の範囲内であるか否かを判定する。スミア量が第二の所定範囲内である場合、ステッ
プＳ７に処理を進める。スミア量が第二の所定範囲内でない場合、ステップＳ８に処理を
進める。
【００３４】
　ステップＳ７において、スミア補正回路１０６はスミア量に応じたスミア補正量を画像
信号から減算してスミア補正を行う。図２に示す特性線３０２の場合、スミア量に比例し
たスミア補正量によりスミア補正を行う。続いて、信号処理回路１０８はステップＳ５と
同様にスミア補正が行われた画像信号に対して画像処理を行う。
【００３５】
　ステップＳ８において、スミア補正回路１０６はスミア補正量を所定の上限値に設定す
る（上限値クリップ処理）。続いて、スミア補正回路１０６は設定したスミア補正量によ
りスミア補正を行う。例えば図２に示す特性線３０２の場合、スミア補正量の上限値はＲ
であるため、スミア補正回路１０６はスミア補正量をＲにしてスミア補正を行う。
【００３６】
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　次に、ステップＳ９において、信号処理回路１０８は所定の上限値でスミア補正された
画像信号に対して画像処理を行う（適応信号処理）。このとき、システム制御部１１７で
は、信号処理回路１０８で処理される画像信号の外光の色温度を検出する。この処理は色
温度検出手段の一例に対応する。
　信号処理回路１０８は検出された色温度からホワイトバランス処理を行うときのホワイ
トバランス補正量等を設定する。例えば、通常の光源であった場合、信号処理回路１０８
は図４に示す特性線４０１（スミア量がＴ２より大きい範囲）に基づき、検出されたスミ
ア量に応じてグリーンが強くなるようにホワイトバランス補正量を設定してホワイトバラ
ンス処理を行う。また、高色温度光源であった場合、信号処理回路１０８は図４に示す特
性線４０２に基づき、検出されたスミア量に比例してマゼンタが弱くなるようにホワイト
バランス補正量を設定してホワイトバランス処理を行う。また、所定のスミア量を超えた
場合はスミア量に比例してグリーンが強くなるようにホワイトバランス補正量を設定して
ホワイトバランス処理を行う。
　さらに、信号処理回路１０８は検出されたスミア量に応じて、色信号処理等の画質に関
するパラメータを最適な値に設定して、画像処理を行う。
【００３７】
　同様に、ステップＳ２により分割した画像エリア毎に、上述したステップＳ３からステ
ップＳ９の処理を行う。このように、分割した画像エリア毎にスミア補正や画像処理を行
うことにより、各画像エリア毎に最適なスミア補正及び画像処理を行うことができる。
【００３８】
　上述したように本実施形態によれば、検出したスミア量が所定値より大きい場合には、
スミア補正量を上限値に設定してスミア補正を行うことで、過補正により画像信号が小さ
くなりすぎることを防止することができる。一方、上限値を設定することによりスミア補
正が十分に行えないとしても、検出されたスミア量に基づいてホワイトバランス処理を行
いスミアの補正を補うために、スミアを目立たないようにすることができる。なお、本実
施形態では、検出したスミア量に基づいて、スミア補正及び画像処理を行う場合について
のみ説明したが、この場合に限られない。例えば、信号処理回路１０８はスミア補正量に
基づいて画像処理を行ってもよい。
【００３９】
　上述した本発明の実施形態における撮像装置を構成する各手段、又は撮像装置の画像処
理方法の各ステップは、コンピュータのＲＡＭやＲＯＭ等に記憶されたプログラムが動作
することによっても実現できる。このプログラム及びこのプログラムを記録したコンピュ
ータ読み取り可能な記録媒体は本発明に含まれる。
【００４０】
　また、本発明は、例えば、システム、装置、方法、プログラムもしくは記録媒体等とし
ての実施形態も可能であり、具体的には、複数の機器からなるシステムに適用してもよい
。
【００４１】
　なお、本発明は、上述した実施形態の機能を実現するソフトウェアのプログラムを、シ
ステム又は装置に直接、又は遠隔から供給する。そして、そのシステム又は装置のコンピ
ュータが前記供給されたプログラムコードを読み出して実行することによっても達成され
る場合を含む。
【００４２】
　従って、本発明の機能処理をコンピュータで実現するために、前記コンピュータにイン
ストールされるプログラムコード自体も本発明を実現するものである。つまり、本発明は
、本発明の機能処理を実現するためのコンピュータプログラム自体も含まれる。その場合
、プログラムの機能を有していれば、オブジェクトコード、インタプリタにより実行され
るプログラム、ＯＳに供給するスクリプトデータ等の形態であってもよい。
【００４３】
　また、コンピュータが、読み出したプログラムを実行することによって、一前述した実
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動しているＯＳ等が、実際の処理の一部又は全部を行い、その処理によっても前述した実
施形態の機能が実現され得る。
【００４４】
　さらに、その他の方法として、まず記録媒体から読み出されたプログラムが、コンピュ
ータに挿入された機能拡張ボードやコンピュータに接続された機能拡張ユニットに備わる
メモリに書き込まれる。そして、そのプログラムの指示に基づき、その機能拡張ボードや
機能拡張ユニットに備わるＣＰＵ等が実際の処理の一部又は全部を行い、その処理によっ
ても前述した実施形態の機能が実現される。
【図面の簡単な説明】
【００４５】
【図１】撮像装置の構成を示すブロック図である。
【図２】スミア量に基づいて補正するスミア補正量について説明するための図である。
【図３】画像エリア毎にスミア量が異なる現象について説明するための図である。
【図４】外光の色温度に基づいてホワイトバランス補正を行う場合について説明するため
の図である。
【図５】撮像装置の処理動作を示すフローチャートである。
【符号の説明】
【００４６】
　　１００　撮像装置
　　１０１　撮影レンズ
　　１０２　フォーカスレンズ
　　１０３　撮像素子
　　１０４　ＣＤＳ／ＡＤ
　　１０５　スミア検出回路
　　１０６　スミア補正回路
　　１０７　画像メモリ
　　１０８　信号処理回路
　　１０９　記録回路
　　１１０　記録媒体
　　１１２　撮像部駆動回路
　　１１３　表示回路
　　１１４　表示装置
　　１１５　ＳＷ１
　　１１６　ＳＷ２
　　１１７　システム制御部
　　１１８　ＲＯＭ
　　１１９　ＲＡＭ
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